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-orの 派 生 につ いて*
高 橋 勝 忠
0.序
　形態論 において、-or接 尾辞 は-erの(変)異 形1(variant)で 、-erと 同様
に動詞 の基体 に添加 し、 「人」 や 「物」 を表す派生名詞 を形成 す る機能 を もっ
と一般 に言 われてい る(Marchand(1960),Quirk　et　al.(1972),成 田 ・長谷
川 ・小谷(1983),コ リンズ コウ ビル ド(1991))。
(1)　 constituter(-or)(構 成す る人、制定者),
　　　instituter(-or)(制 定す る人、組織者),
　　　reviser(-or)(校 訂 者、校正係),
　　　saturates(-or)(染 み込 ませ る人(物)、 飽和器)2
本稿では、-orは--erと は別の形態素 として捉え、-orが-erの 異形 と言え
ない幾っかの証拠を提示する。第1節 では、-or派 生を動詞由来名詞 と分析す
ることか ら生 じる問題にっいて、歴史的、形態的、意味的観点か ら論 じる。ま
*　 本稿は、第13回 甲南英文学会(1997年6月28日 、甲南大学)の 席上で口頭発表 し
たものに加筆修正を行い、発展 させたものである。席上において、出席者の方々から
貴重なコメントをいただいた。 ここに記 して感謝の意を表 したい。
1　 田中他編(...p.707)に よると、「二っ(以 上)の 言語形式が構造や意味を変化
させずに交替 しうる関係にある場合、それらの形式を(変)異 形 という」。
2　 0EDに はsaturaterの 綴 りは記載 されていない。(1)の 他の例 に関 しては、
OED,　 RHD共 に 一erと 一〇rの 派生が同 じ意味をもっ交替可能な語 として記載 されて
　いる。
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た、 レベル順序づ けの仮説 に従 うと 一〇r派 生 はどのよ うに扱 われ るかにっいて
検討す る。第2節 で は、 高橋(1993)で 提案 した-(at)ion切 り取 り規則 に基
づ き、-or派 生 はX(at)ionの 派生名詞形 か ら-(at)ion切 り取 り後 、-orを
添加 す る ことに よ り生 成 され る可 能性 とそ の妥 当性 に っ い て言 及 す る。
-(at)ion切 り取 りによる 一〇r派 生の定式 化 には、　X(at)ionの 派生 名 詞形 の
存在 が前提 とな るが、American　 Heritage　 Dictionary(electronic　 version,以
降、AHDと す る)で 検索 す ると、90%以 上の-or派 生 に-(at)ionの 派生形
が存在す ることが明 らかで、辞書 的 にも-(at)ion切 り取 りによる-or派 生 の
定式化 が妥 当な ものであ ることを証明す る。
1.-orの-erと の相違点
　最初 に-erと-〇rの 歴 史的事実 にっ いて言及す る。　Jespersen(1942,　 pp224-
227)に よると、-erの 機能 は当初、　LondonerやNew　 Yorkerの よ うに名詞 に
添加 し 「人」 を表 した3。 しか し、OEの 時代 に 一erは動詞 か ら動作主名詞 を形
成 す る手段 としての機能 が重要性 を帯 びるようになる。 そ の後、-erは 動詞 由
来名詞 として発展 し、音声 的 には[一 θ]と 同 じ 一〇rや 一arの 接 尾辞 と混 同 した
使 われ方 をす る(e.g.　 senator,　 singular)。 　Marchand(1960,　 p.221)に よ る
と-or(-ar)の 接尾辞 は元来 一erと無関係で、音声的類似性か ら 一erと 同 じ接
尾辞 に見做 された ことが報告 されている。 その証拠 と して、-or(-ar)派 生 に
は 一er派 生 とは逆 に名詞 形 か ら動 詞 形 を形成 す る逆 成(back-formation)の
過程 が見 られ る(e.g.　 editor→edit,　 operator→operate,　 beggar→beg,　 bur-
91ar→burgle)。
　英 語本来の-erの 綴 りは特 に15世 紀 か ら16世 紀 にか けて頻繁 に使われるが、
-or(-our)や 一arの 綴 りが、16世 紀 か ら17世 紀 にかけて ラテ ン語や仏語 の影
3　 厳 密 に言 う と 、-erは ラ テ ン語 の 一ariusか ら由 来 す る が 、 す べ て の ゲ ル マ ン語
(Gothonic　 languages)に 共 通 して 見 られ る動 作 主 名 詞(agent　 substantives)の
語 尾 と して 発 展 した。 一 方 、-orは ラ テ ン語 の 一atorか ら由 来 す るが 、　MEで は仏 語
の 影 響 を受 け 一aurの 綴 りと な り、 や が て 一〇rの 形 に簡 素 化 さ れ た もの と考 え られ る。
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響 を受 けて英 語 の中 に借入 され ることにな る。 例 え ば、 ア ング ロ ・フラ ンス
語4(Anglo-French)のinterpreter,　 receiverが-ourか ら一erに変化 し、　bache-
lor,　chancellor,　 sailorの ようにMEで は 一erの綴 りで あった ものが 一〇rに 変
化 したの はこの辺 りの歴史的事情 による。 その後、綴 りは現状 のよ うに定着す
るが、composer(作 曲家)やcompositor(植 字工)の よ うに英語本来 の綴 り
(-er)と ラテ ン語 の綴 り(-or)を 併 せ持 っ語 が少 数 な が ら見 受 け られ る。 い
ずれ に して も、語源 的には-erは 英語本来 の[+native]の 特性 の語 に添加 し、
-orは ラテ ン系 の[+latinate]の 特性 の語 に添加す る と言 え よ う。 従 って、
(2)の よ うに-erと-〇r派 生 において容認性 が異 な るの は、 基 体 に課 され る
語源的制限 によ り説 明がっ くものと思 われる5。
 (  2  )  a  . believer  (*  -or), builder  (*  -or), painter  (*  -or) 
 b  . advocator  (*  -er), calculator  (*  -er)  , donator  (*-er)
　 しか しなが ら、通 時的(diachronic)に は-or派 生 が動 詞由来名詞で な い逆
成 の事実 があ り、共 時的(synchronic)に は動詞 か ら派 生 され たと見做 され な
い(3)の よ うな-orの 語がか な りの数 に上 る ことか ら判 断す ると6、-orは 純
粋 に動詞 由来名詞の-erの 異形 とは言 えないよ うに思 われ る。 また、-orを-er
4　 1066年 の ノル マ ン人 の 征 服(Norman　 Conquest)か ら30◎ 年 の 問 、 イ ギ リ ス で
用 い られ た仏 語 の こ とを い う。 石 黒他(1987,p.53)に よ る と、 この 時期 に英語 に入 っ
た仏 語 の数 は約1万 語 で 、 そ の 中 の75%が 現 代 英 語 に残 って い る。
5　 桑原 他(1985,p.447;p.456)は、 これ らの 語 源 的 制 限 に加 え 一erは ク ラ ス2、-or
　 は ク ラス1と 分 析 す る。 彼 等 の 指 摘 に よ る と、-orが ク ラ ス1な の はdoctora1や
professorateの よ うに 一al,-ateの ク ラ ス1の 接 尾 辞 が 一〇rの 後 に付 加 で き る こ と に
よ る。 彼等 は 一〇rを 一erの 異 形 と して 見 倣 して い るの か 、 別 の 形 態 素 と して 捉 え て い
　 るの か 明 確 で はな いが 、-er,-or共 に非 状 態 動 詞 に付 加 す る こ とを 仮 定 して い るの で、
本 稿 で 指 摘 す る 一〇r派 生 の 動 詞 由 来 の 問 題 が 生 じる こ と に な る。
6　 例 え ば 、doctorは 通 時 的 に は ラテ ン語 のdoct(teach)+orであ るが 、 共 時 的 に
　 は 動 詞 の 痕 跡 が 見 え な い 新 古 典 複 合 語 で あ る 。Walker(1983)のRhyming
Dictionaryに は この種 の語 が約100語 、 載 せ られ て い る。
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の異形 と捉えるなら、(2)の ように-erと-orが 交替 できない事実は語源的
制限を加えないかぎり説明できな くなる。
(3) author, doctor, emperor, mirror, terror, etc.
　-or派 生が動詞由来名詞と言えないもう一っの歴史的証拠 を挙 げる。-or派
生が動詞か ら派生されると仮定すると、その動詞よりも-or派 生が歴史的に後
に位置づけられると考え られる。従って、もし動詞形の方が-orの 派生名詞形
より新 しい文献に見 られる場合、新 しい語が古い語を生成するという歴史的矛
盾を生 じさせることになる。-or派 生の幾っかの語を調べてみるとこの矛盾を











名詞形; administrator (1514) administration (1315) 
conservator (1394) conservation (1374) 
detractor (1382) detraction (1340) 
dominator (1450) domination (1386) 
donator (1449) donation (1425) 
exactor (1382) exaction (1380) 
narrator (1611) narration (1432-50) 
pronator (1693) pronation (1666) 
protector (1375) protection (1375)
　ここでまた、一(at)ionの 形が動詞形より古い文献に見 られるということは、
一(at)ion自 体が動詞か ら派生されたのではな く、動詞自体が-(at)ionの 形か
ら逆成により生 じたことを物語っているのか もしれない。 いずれに しても、
(4)に 挙げた歴史的事実は-or派 生が動詞由来名詞ではない証拠を与える。
　次 に、形態的観点か ら-orと-erの 相違 につ いて見 てみよ う。 先程 、
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composer,　 compositorの 語 にっ いて言及 したが、 これ らの語 は 一erが 動詞 の
原形 に添加 し、-orは 動詞 の異 形態7(allomorph)に 添加 してい るこ とに気 づ
く。
　 さ らに、別 の例 を挙 げてみ よう(括 弧 の動詞 は以降、原形 を示す)。
 (  5  ) applier, applicator (apply) composer, compositor (compose) 
    describer, descriptor (describe) divider, divisor (divide) 
    extender, extensor (extend) simplifier, simplificator (simplify)
-erと 異 な り-orは 動詞の原形 に添加 して いない。従 って、(5)の-or派 生 を
導 くのに異形態規 則(allomorphy　 rule)8が 必要 にな る。 しか し、 この よ うな
規則 は-erの 異形 と して余分 な規則で あ り、 どのよ うな状況 の下 で適用 され る
のかは っきり しな い。 なぜ な ら、-orが(5)と 同 じような音韻 環境 で あ りな
が ら(6)の よ うに異形態規則 が働 かな い場合が あるか らで ある9。
 ( 6  ) locator (locate) depositor (deposit) acceptor (accept) 
    televisor (televise) sensor (sense)
この問題 は、複雑な記述になることを除けば、-orの 動詞の異形態は、 レキシ
コンで個別に形態的に条件付けられると仮定することにより排除されるのかも
しれない。 しか し、-or派 生を動詞由来名詞であると仮定するかぎり、 その記
述 は動詞の異形態として指定されることになる。そこで新たな問題が浮上する。




8　 Aronoff(1976,　 pp.98-110)と 注16参 照。
9　 -ficateで 終る動詞は存在 しないので具体例を挙げていない。　sensorはsenseの 名
詞形に一〇rが 添加 して派生されると見徹されるかもしれない。
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 (  7  ) corporator  (*corporate), testator  (*testate), tractor  (*tract), 
    traditor  (*  tradit)
　 (7)の 諸例 は、括弧 に示す基体 の動詞形が現在 では認 め られない形で ある。
従 って、 これ らの-orの 語 は動詞 の異形態 と して レキシコ ンに記載で きな い問
題 が生 じる。OEDを 調 べ る と、　corporate(1531),　 testate(1624),　 tract
(1523),tradit(1657)の 動詞形 は歴史的 には存在 したが、現在で は古 語(ar-
chaic)や 廃語(obsolete)と なるか、 まれ(rare)に しか使 われていないよう
で ある。(3)で 指摘 したよ うに通 時的に はラテ ン語 や仏語 の動詞 に添加 した
ものが、共時的 にはその痕跡 は見 えない。 その意味 では(7)も 同 じであ る。
しか し、(3)の 語 と異 な り(7)の いずれ の語 も名詞 形 の-(at)ionの 形 が
存在す る。一般 的には、-(at)ionは 動詞 か ら派生 す ると考 え られ るの で(7)
の語 は(3)の 語 よりも-orrの 基体 の動詞 との結 びっ きが残 って いるもの と思
われ る。-or派 生 を動詞 由来名詞 と仮 定す ると、共 時的に は動詞 の資 格 を失 っ
て いる(3),(7)の 語 が問題 とな り、その結果 、-orの 派 生語 全体 を レキ シ
コ ンに登録 す ると、両者 の内部構 造の違 いが捉 え られ な くな る。 本稿 で は、
(3)の 語 はレキ シコンに単一 の語 と してその まま登録 され ると仮定 し、(7)
の語 は、-(at)tion切 り取 りによ り-or派 生 を生 成後 、 レキ シ コ ンに登録 され
ると仮 定す る(第2節 参照)。
　 最後 に、-orと 一erの意 味的相違 にっ いて指摘す る。島村(1990,　 p.59)は 、
-er(-or)派 生 の解釈 の可能性 と して、(8)の ように 「動作主」 と 「道具」 の
両方の意味を もっ場合、(9)の ように普通 は 「動作主」 と して使 われ 「道具 」
の意味を もたな い場合、(10)の よ うに 「道具」 の意 味 だ けを もつ場合、 の3
通 りが あることを指摘す る。
(8)toaster((パ ン ・チ ー ズ な ど を)焼 く人;ト ー ス タ ー),　 dryer(乾 か
　 　 　 す 人;乾 燥 機),calculator(計 算 す る人;計 算 器),　 cultivator(耕 作
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者;耕 運 機),etc.)
 ( 9  ) writer, painter, drinker, employer, etc.
(10) cooker(鍋)
また、 この中で、-erが 「道 具」 だ けの意味を もっ(10)の よ うな例 は数 にお
いて非常 に制 限 され るの に対 し、(8),(9)の 「動作主」 の意 味を もっ 一erの
生産性 は高 くな ることを主 張す る1°。
　 確か に、-erの 意味 は 「道具」 よ り 「動作主」 の方が多 くな るの は事 実 であ
ろう11。しか し、-orの 意味 は ど うで あ ろ うか。 コ リンズ コ ウ ビル ド(1991,
p.49)に よると、-orは-erよ り 「物」 と して使 われる傾 向が強 いよ うで ある。
実際 のところ、(10)と は対照的 に-orが 「物」の意味 だけ しか もたない(11a)
の派生語や、「動作主」 の意 味を もっが一 般 的 に は(11b)の よ うに 「物 」 の
意味で しか使われ ない派生語 がか な りあるよ うで ある12。
(11)　 a.carburetor(キャ ブ レ タ ー),　 detonator(起 爆 装 置),　 escallator
　 　 　 　 　 (エ ス カ レ ー タ ー),1achrymator(催涙 ガ ス),　 refrigerator(冷
　 　 　 　 　 蔵 庫),resistor(抵 抗 器),etc.
　 　 　 b.accelerator(アク セ ル 、 促 進 剤),　 alternator(交 流 機),
　 　 　 　 　 commutator(整流 器)elevator(エ レ ベ ー タ ー),　 incinerator
10島 村(1990,p.66)は 、-erの 生 産 性 の高 さを項 構 造(of+NP)の継 承 と 関 連 付
　 け る。-erが 典 型 的 な 「動 作 主 」 の意 味 を もっ 場 合 、 「道 具 」 を表 す 場 合 と異 な り、 動
　詞 が取 り う る[Agent,　 Theme]の 項 構 造 を 一erは 継 承 す る が 、 「道 具 」 の 意 味 で は
　 [Agent,　 Theme]の 項 構 造 を-erが 継 承 で き な い と島 村 は考 え る 。 こ の 点 に 関 して
　高 橋(1989,p.60)は 、 別 の 捉 え 方 をす る。
11た だ し、-erの 「道 具 」 と して の意 味 の生 産 性 が低 い とは言 え な い よ うに思 わ れ る。
　Rappaport　 and　 Levin(1992,　 p.131)は 、-erの 「道 具 」 を 表 す 語 彙 は コ ン ピ ュ ー
　 タ科 学(computer　 science)の 用 語 と して 、 た え ず 造 られ る と述 べ て い る(e.　 g。　as-
　 sembler,　 compiler,　 parser,　 etc.)。
12用 例 は、lachrymator,　 resistorを 除 く とRardin(1975,　 p.95)か ら集 め た もの。
　 resistorは 「動 作 主 」 の意 味 で は一erに な る。
34　　英文学論叢　第41号
(焼 却 炉),ventilator(換 気 扇),etc.
また、-orに 「動作主」 の意味 を併 せ持っ場合 は、単独 では用い られ ない こ と
が多 い。例 えば、detector(発 見者、探知器),　connector(連 結 者 、 連結器),
conveyor(伝 達者、 コンベアー)は 共 に 「動作 主」 と 「物」 の意 味 を併 せ持
つ が、(12)の よ うに 「動作主」 の意味で は表現で きない13。
(12)  *He is a detector / connector / conveyor. (cf. It's a detector / con-
     nector / conveyor.)
さらに興 味 あるのは、複合語 にな ると 「動 作主」 の意味 はな くな り、-erの 代
りに 一〇rが 使 われ る点で ある14。
(13)lie　 detector(*-er)(う そ 発 見 器),　 crank　 connector(*-er)(クラ ン
　 　 　 ク 連 結 器),belt　 conveyor(*-er)(ベル ト コ ンベ ア ー)
このように、-orは 「物」 の意味で使 われ る傾向が あるが、-orが 「動 作主」
13　 ただ し、He　 is　a　collectorの よ う な表 現 は あ る。 お そ ら く、 彼 の 情 報 と して 、 文
　 脈 上 、acoin　 collector(コ イ ンの マ ニ ア)と かastamp　 collector(切 手 収 集 家)
　 で あ る と い う こと が あ らか じめ分 か って い るか らで あ ろ う。 こ こで、-erが 「動 作 主 」
　 と 「物 」 の 意 味 を 併 せ 持 っ 場 合 も 、-orと 同 じ こ と が 言 え る か も し れ な い 。
　 Rappaport　 and　 Levin(1992,　 p.134)に よ る と、　openerは 「開 け る人(物)」 の 二
　 っ の解 釈 が可 能 だ が、 「開 け る」 よ うな行 為 を遂 行 す る よ うに 意 図 さ れ る 人(some-
　 one　 intended　 to　perform　 an　action　 such　 as　opening)は 、 一 般 的 に は認 め られ な
　 い の でopenerは 単 独 で は 「道 具 」 と して 解 釈 さ れ 易 い こ と を 指 摘 す る(cf.　 door
　 man(ド ア係),door　 opener(鍵 の か か った ドア を 開 け る器 具))。　openerと 同 じ語
　 用 論 的 な意 味 の制 約 が(12)の 例 文 に働 くの か も しれ な い。
14　 adetector(-er)of　 lies,　a　connector(-er)of　 cranks,　 a　conveyor(-er)of　 a　belt
　 とす る と、 「動 作 主 」 の意 味 しか 出 て こな い。 最 後 の 例 は 、 状 況 的 に 捉 え に く い語 用
　 論 的 な 問題 は残 る。
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の意味 で使 われ る場合 に、基体 の動詞か ら予測で きない語彙化 した意味 になる
ことがあ る。特 に、 アメ リカで は-orの 新 しい用法が盛んで、今 日で も生産 的
であ ることがJespersen(1942,　 p.230)で 示唆 されている。
(14)applicator(屋根 葺 き 職 人),　 exhibitor(映 画 館 の 支 配 人),solicitor
　 　 　 (セ ー ル ス マ ン)
　-erと-orの 違 いにっいて歴史的、形態的、意味的観点か ら述 べ て きた。 こ
れ らの相違を決定す る要因 は何で あろ うか。Siegel(1974),　 Allen(1978)の
レベル順序づ けの仮説 に従 うな ら、-erは レベル2で-orは レベル1と い うこ
とに起 因す るので あろうか。そ の場合 に-or派 生 は動詞 由来名詞 と捉え るのが
よいので あろ うか(桑 原 他(1985)参 照)。 レベ ル順 序 づ け仮 説 の主 旨 は、
(15)の 「音韻 的、形態 的基準 に基 づ き接辞 は レキ シコンの中で あ らか じあ レ
ベル1(=ク ラス1)、 レベル2(=ク ラス2)と 指定 され る」 と 「接辞 化 の際
に、 レベ ル1か らレベル2に 向 か って行 なわれ、 その逆 は容認 できない派生 を
生み出す」の二点 にある。
(15)　 a.基 体 の強勢 移動(stress　 sift)や 基 体 また は接 辞 の分節 的変 化
　　　　　(segmental　 change)を 引 き起 こす接辞 を レベル1と 呼 び、 そ の
　　　　　よ うな音韻的変化 を もた らさない接辞 を レベル2と 呼ぶ。
　　　 b.レ ベル1接 辞 は、拘束形態素(bound　 morpheme)に 添加 で きる
　　　　　が、 レベル2接 辞 は自由形態素(free　 morpheme)に のみ添加 さ
　　　　　れ る。
　Aronoff(1976,　 pp.37-38)や 島村(1989,　 p.101),島 村(1990,　 p.22)に よ る
と、 レベル2接 辞 の添加 された派生 語(e.g.　 X-ness)は レベ ル1接 辞 の添加
された派生語(e.g.　 X-ity)よ り生産性 が高 く、意味的 に透明で あ るこ とが指
摘 されて いる。AHDで 検索す ると-er派 生 は3027語 で、-or派 生 は1321語
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で あった。 この数字か ら単純 に分か る ことは、-erの 方が 一orよ り生産性 が高
い とい うこと、従 って、-erは レベル2で-orは レベル1で あ る と言 え るか も
しれ ない。同様 に、意味 の透明度 に関 して、-erは-orよ り透 明 と言 え るので
あろ うか。-erは 「動作主」 の意味 を もち、-orは 「物」 の意味 を もっ傾 向が
ある とい う上記 の議論 を踏 まえると、 この捉 え方 は正 しいよ うに思 われ る。 し
か し、-erを レベル2、-orを レベル1と す ると、(15)の 基準 に合わ ない(16)
の派生 はどのよ うに扱 った らよいので あろうか。
(16) a  . photograph photographer, telegraph  -÷ telegrapher
b.prayer/preia/(祈る 人)→/prεe/(祈 り),
　 1ayer/leia/(積 む 人)→/1£a/(層)
c,cutler(刃 物 師),grocer(食 料 雑 貨 店 主),mercer(呉 服 屋)
 d  .  commentate  —>  commentator, demonstrate  —> demonstrator, 
   visit  --->  visitor, etc.
　(16a)に おいて、-erが 強勢移動 を引 き起 こす の は-graphの 基体 を もっ場
合 に制限 され るので例外 と して扱え るであろ う。(16b)に おいて、-erは 分節
的変化 を もた らす が、「祈 り」や 「層」 の意味 に語彙化 し、語全体がLexical　 N
となって いる。(16c)に おいて、-erは 拘束形態素 に添加 してい るが、(16b)
と同様 に語全体 をLexical　 Nと して レキ シ コ ンに登 録す る ことで解決 され る
であろ う。 しか し、 レベル順序 づけの仮説 は、接辞の レベルを レキ シコンに指
定 してお くので、 レベル2接 辞 の派生語 が語彙化 す る場合 いつ もこの種の問題
に直面 す る15。(16d)に おいて、-orが 強勢移動 に関与 せず 自由形態 素 に添 加
15-er派 生 が 「物 」 の意 味 を もつ 場 合 、 構 造 的 にLexical　 Nと な るが 、(16b)と 異 な
　 り基 体 の 分 節 的 変 化 を生 じさせ な い例 が か な り多 く見 ら れ る(e.g.　 mixer/miksa
　 /(ミ キ サ ー),transformer/traensf5:ma/(変圧 器))こ れ らの-er派 生 は、(15a)
　 の 基準 に 従 う と レベ ル2と い う こ と にな るが 、 意 味 的 に は 「混 合 す る人 」、 「変 化 させ
-〇rの派生にっいて　　37
す るの は、-orが レベル2接 辞 の特徴 を もっている ことを示 す。 しか し、 生産
性や意味の観点か ら-orが レベル1で ある こと、(5)の よ うに-orの 異形 態
が存在す る ことを考慮 に入れ るとis、-orが レベ ル2と い うの は矛 盾 す る こと
になる。-or派 生 を動詞由来名詞 と分析 す ることか ら生 じるこの問題 は、 次 節
にお いて、-(at)tion切 り取 りを仮定す ることによ り排除 される。本稿 で は、
-or派 生 を レベル順序づ けの仮説 に基 づ き分 析 す るの が 目的 で はな いが、-or
は レベル1に 属 す ると仮定 し、 以下、議 論を進 め ることにす る。
2.-or派 生の定式化とその妥当性
　-or派 生は動詞から由来すると仮定すると、その派生は動詞の意味を継承す
ると考えるのが妥当であろう。 しか しなが ら、-or派 生 は動詞 の意味よりも
-(at)ion派 生語の意味に類似 していることに気づ く。
(17)compositor(植字 工),　 composition(植 字),compose(活字 を 組 む)
　 　 　 divisor(除 数),　 division(除 法),　 divide(割 る)
　 　 　 extensor(伸 筋),extension(伸 張)extend(手 足 を 伸 ば す)
また、形 態的 にも異形 態の-or派 生 は-(at)ion派 生 語の形 に類似 す る。 そ こ
で、-or派 生 は動詞か ら由来す るので はな く、(18)の よ うに、-(at)ionの 派
　る人」の動作主の意味と異なる。従って、 レベル順序づけの仮説ではこれ らの例に対
　 し、-erは 基本的にはレベル2で あるが、同時に意味的には不透明になる非派生語 も
　生み出すというアドホックな説明を しなくてはならない。これは、接辞の レベル指定
　の際に意味基準を考慮に入れないレベル順序づけ仮説の問題点である。基体の音韻的、
　形態的変化をもたらさないレベル2接 辞(e.g.-able)の 語彙化がどのよ うに捉えら
　れるかにっいては高橋(1992)を 参照のこと。
16Aronoff(1976,　 p.99)は 、切り取り規則と異形態規則を同 じよ うに捉え、両規則
　ともレベル1接 辞(+境 界接辞)に 関与する形態素を調整する規則(adjustment
　rules)と 考える。　Aronoffは 、これらの調整規則を音韻規則よ り先に適用 される形
　態規則として位置づけている。
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生名詞形17か ら 一(at)ion切 り取 り18を行 い、 そ の基 体 に-orを 添 加す る こと
によ り生成 される と仮 定 してみ よ う。一 方、-er派 生 は(19)の よ うに動詞 に
直接-erを 添加す ることにより生成 され ると仮 定す る(以 降、-は 切 り取 りを、
+は 添加 を意 味す る)。
(18) X (at)ion — (at)ion + or 
(19) V + er
　(18),(19)の-or,-er派 生 の定式化 に基 づ くと、(5),(6),(7)の派 生語
は次の ように導かれ る。
(20)　 _　 (5)
　 　 　 apply+er=applier(applyする 人(物))
　 　 　 application-ion十or=apPlicator(綿棒 、 塗 薬 器)
　 　 　 compose+er=composer(作 曲 家 、 構 成 者 、 調 停 者)
　 　 　 composition-ion十or=compositor(植字 工)
　 　 　 describe+er=describer(記述 者)
　 　 　 description-ion+or=descriptor(記述 子)
　 　 　 divide+er=divider(分割 す る 人(物)、 仕 切 、 分 割 コ ン パ ス)
　 　 　 division-ion十or=divisor　(除 数)
　 　 　 extend+er=extender(伸び る 人(物)、 水 増 し用 の 物 質)
　 　 　 extension-ion+Or=extenSOr(伸筋)
17domination,　 education,　 personationな どのXation派 生 語 とcompetition,　 di-
　 rection,　 perceptionな ど のXion派 生 語 を統 合 して用 い る。
18-ation切 り取 り と-ion切 り取 りの二 っ の切 り取 り規 則 を 統 合 した も の で 、 派 生 語
　 に よ って はdonor,　 donator;obligor,　 obligatorの よ う に両 方 の 切 り取 りを 適 用 し
　 て 生 成 さ れ る もの もあ る。 さ ら に、intervenorがinterventionから派 生 す る と仮 定
　 す る と、-tion切 り取 り も必 要 に な る で あ ろ う。
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　 　 　 simplify+er=simplifier(簡単 に す る 人(物))
　 　 　 simplification-ion+or=simplificator(簡単 に す る 人)19
(21)_(6)
　 　 　 location-ion十or=locator
　 　 　 　 　 ([ア メ リカ 英 語]土 地 境 界 設 定 者 、 電 波 探 知 機)
　 　 　 deposition-ion+or=depositor(預金 者 、 寄 託 者 、 沈 殿 器)
　 　 　 acceptation-ation+or=acceptor(受諾 者 、 通 波 器 、 受 容 体)
　 　 　 television-ion十or=televisor
　 　 　 　 　 (テ レ ビ放 送 者(ま れ)、 テ レ ビ ジ ョ ン装 置)
　 　 　 sensation-ation+or=sensor(感知 装 置 、 セ ン サ ー)
(22)　 _　 　(7)
　 　 　 corporation-ion+or=corporator(法人 団 体 の 一 員)
　 　 　 testation.ion+or=testator(遺言 者)
　 　 　 traction-ion+or=tractor(トラ ク タ ー 、 牽 引 用 ト ラ ク タ ー)
　 　 　 tradition-ion十or=traditor
　 　 　 　 　 (伝 統 を 伝 え る人(ま れ)、(初 期 キ リ ス ト教 徒 の)裏 切 り者)
(18)は 、表面的には動詞由来名詞 と見倣され るか もしれない。なぜな ら、
(21)に おいて-or派 生 は一(at)ion切 り取 り後、 原形動詞 と同 じ形になり、
その基体動詞に-orが 添加されて派生されると考えられるか らである。しかし、
-or派 生を動詞由来名詞と分析すると(20)の-or派 生を導 くには異形態規則
が必要となり、(22)の-or派 生を導 くには共時的には存在 しない動詞を仮定
19simplificatorは一er派 生 と同 じ 「動 作 主 」 の意 味 を もっ 。 従 って 、 他 の-or派 生
　 に 見 られ る物 的 な意 味 やsimplifierと は別 の新 しい 「動 作主 」 の 意 味 が 今 後 、 出 て
　来 な い か ぎ り、 や が てsimplificatorは 使 わ れ な くな るの か も しれ な い。　OEDに よ
　 る と、classificator,　 modificatorの 語 は ま れ に しか使 わ れ な い 。 そ の理 由 は、 こ れ
　 らの 派 生 語 が 一er派 生 のclassifier,　 modifierと 同 じ 「動 作 主 」 の意 味 しか も たな い
　 こ と によ る ので は な か ろ うか 。
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する必要があった。従 って、(18)は 動詞由来名詞ではなく、名詞由来名詞の
定式化 として捉えたい。すなわち、基体の名詞が、-(at)ion切 り取 りにより
調整され、その形に-orが 添加すると仮定する。 このように考えると、(20)
では異形態規則が不必要になり2°、(22)で は現存 しない動詞を仮定するのでは
なく、現存する名詞形(i.e.-(at)ion)か ら派生す ると分析す ることができ
る。また、-(at)ionの 派生名詞形を前提にすると、歴史を湖 って も動詞形が
存在 しない(23)の ような-or派 生 も生成することが可能 となる。
(23)　 　apParition-ion十or=apparitor　(*apParit)
　 　 　 　 　 (下 役 人 、 出 現 者(ま れ))cf.仏 語apparerere=to　appear
　 　 　 lection-ion十or=lector　(*lect)
　 　 　 　 　 (聖 句 を 読 む 人 、(大 学 の)講 師)cf.ラ テ ン語lect=to　 read
　 　 　 monition-ion十or=monitor(*monit)
　 　 　 　 　 (戒 告 者 、 モ ニ タ ー)cf.仏 語monere=to　advise)
　 　 　 sternutation-ion十or　=　 sternutator　 ('sternutate)
　 　 　 　 　 (く し ゃ み 性 毒 ガ ス)cf.仏 語sternutare=to　sneeze
　次 に、-(at)ion切 り取 りの妥 当性 にっいて逆成 と語彙化 の観点か ら述 べ る。
(4)に おいて、X(at)ionの 派生語 が基体 の動詞 よ り先 に生成 され る可能 性
があ ることを示 した。Marchand(1960,　 p203)に よる と、-ateで 終 る動詞 の
名詞形(-ation)は一 般 的にその動詞 形 よりも古 いことが示唆 されてい る。 こ
れ は、逆成 の歴史的事実 を反 映す るが、実際 のところ、(24)の よ うに-ation
か ら-ateの 多 くの動 詞が逆成 により生成 され、 また、(25)の よ うに-ateで
終 らな い動詞 も名詞形か ら逆成 により生成 されるよ うである21。
20　 も ち ろん 、 動 詞 か ら-(at)ionの 派 生 名 詞 形 を生 成 す る際 に は、 異 形 態 規 則 が 必 要
　 に な る。
21　 (24),(25)の 用 例 は、Jespersen(1942,　 p.447)とMarchand(1960,　p.309)か
　 ら取 っ た も の。
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(24) alternation  —> alternate, aviation  ---> aviate, 
     commentation  —> commentate, donation  —> donate, 
     negation  --› negate, spectation  -, spectate, etc. 
(25) election  , elect, execution  — excute, (re) action —> (re) act, 
     revision  —+ revise, television  —> televise, etc.
　 ここで逆 成の過程 をよ く見 ると、 派生 名詞形(-(at)IOIi)のionが 落 ちる
ことに よ り動 詞形 が生 成 され る ことに気づ く。 この操作 は(18)に お け る
-(at)1021切 り取 りの過程 に類似 す る22。従 って、-or派 生 にお ける-(at)ion
切 り取 りの定式化 は逆成 とい う歴史 的過程か ら動機づ け られ るように思われる。
また、 逆成 の事実 と関連 して、-(at)ionの 派生語が-orの 派生 語 よ り早 く存
在す ることを指摘 して お く。(4)か ら明 らかであるが、-(at)ionの 派生 語 が
-orの派生語 よ り古 い文献 に見 られ るこの事実 は他 の多 くの派生 語 にっ いて も
言え る。 この ことは、-or派 生 が-(at)ionの 派生 名詞 形 か ら生 成 され る可能
性を歴史的 に裏付 ける もの と思われ る。
　 Aronoff(1976,　 pp.127-128)は-ableの 解釈 が合 成 的(compositiona1)に
なる場合 と非合成 的(non-compositionaDにな る場合 を分 け、 前者 の解 釈 は
#abl(=レ ベル2)の 接辞 が、後者 の解釈 は+abl(=レ ベ ル1)の 接 辞 が担
うと仮定す る。Aronoffは 、 このよ うに-ableに 二っの レベル を指定 し、-able
が レベル1接 辞 と見倣 され る条件 の一 っ と して+At切 り取 りを仮 定す る。
Aronoffが 挙 げ る次 の例 を考えてみ よう。
(26) We ate a toler  (*  at) able lunch.
22た だ し、(24),(25)は 名詞から動詞を生成するのに対 し、-(at)ion切 り取 りは名
　詞から名詞の形を調整する点が異なる。
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　 (26)の 文 は 「私 達 は、 ま あ まあ の 昼 食 を 食 べ た」 と解 釈 さ れ る。
toleratable(我 慢で きる)に はtolerable(我 慢 できる、 まあま あの)に あ る
「まあまあの」 の語彙化 した意 味(=非 合 成的な意 味)が ない。従 って、「我慢
で きる昼 食」 とい うの はお か しいのでatoleratable　 lunchは 排 除 され る。
Aronoffは 、語彙化 は レベル2の 語(X#ab1)に は決 して生 じな い とは言 っ
て いな いが レベル1の 語(X+abl)に はいっ も語 彙化 した意味 が含 まれ ると
主張す る%。(26)のtolerableの 解釈 に見 られ るよ うに、+At切 り取 りが語
彙化の誘因 と仮定す ると、-(at)ion切 り取 りも語 彙化 を生 じさせ る と考 え る
のが妥当で ある。従 って、(18)の 定式化 に基 づ く-(at)ion切 り取 りに よる
-or派生が語彙化 した意味 を もつ と考 え るの は自然 であ ろう。実際 の ところ、
(11)に お ける-orの 派 生語 が 「物」 の意味 で使 われた り、(14)に お け る-or
の派生語 が基体 の動詞 か ら予 測で きな い意味 にな るの は、X(at)ionの 派 生 名
詞形 か ら-(at)ion切 り取 りによ り、 これ らの派生語が語彙化 され るか らであ
ると考 え られるか もしれない。
　 異形態 や語彙化 を もた らすの は レベル1接 辞 である こと、 また、語彙化 を促
す切 り取 り規則 はレベル1接 辞 の基体 に適用 され ることを本稿では述べてきた。
従 って、 これ らの特徴 を もっ-or接 辞 は レベル1と 仮定 され る。 しか しなが ら、
-or派 生 を動詞 由来名詞 と分析 する と、-or接 辞 が レベ ル2と 見做 され る問題
が(16d)の 諸例 に生 じた。
(27) =  (16d) 
 commentate  —>  commentator, demonstrate  —› demonstrator, 
     visit  —+ visitor, etc.
23　 レベ ル2の 語 彙 化 の例 と してAronoffはadvisable(分別 の あ る),excitable(敏
　 感 な),sensible(顕 著 な)を 挙 げて い る。 しか し、 レベ ル1の 語 が 語彙 化 しな い例 も
　 あ る よ う に思 わ れ る(e.g.　 educable(=educatable))。
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す なわち、(27)に お いて-orが 自由形態素 に添加 し強勢移 動 に関与 しな い こ
とか ら、(15)の 定義 に基づ き、-orは レベル2接 辞 で あ る と見倣 され た ので
ある。 この問題 は、-(at)ion切 り取 りを仮定 す ることに よ り、 簡単 に解 決 さ
れ る。
(28)  commentation - ion + or = commentator 
     demonstration - ion + or = demonstrator 
     visitation - ation + or = visitor
　 (28)に おいて、-orがXationの 派生名詞形 に添加す る際 に-(at)ion切 り
取 りが同時 に適用 されると仮定す る。 その基体 の形 は偶然、動詞 の形 に似て い
るが派生名詞 の調整 された形、す なわち派生名詞 の拘束形態素 に添加す ること
になる。 従 って、(15b)の 定義上 の問題 は生 じて こな い。 また、　Xationの 派
生語 と-or派 生語 との間に強勢移動 が見 られ るので(15a)の 定 義上 の問題 も
回避 され る。-orを 動詞 由来名詞 と分析す ると(27)の 諸例 を説 明 す るの に レ
ベル順序づ け仮説 の定義上 の問題 が残 され るが、(28)の よ うに名詞 由来 名詞
と捉 える ことによ って この問題 は排 除 され る。 しか し、(1)の よ うに-erと
-orが交替可能 な事実 に関 して、(18)と(19)の 定式化 に従 うと、 今述 べ た
レベル順序 づけ仮説 の定義上 の問題 は避 け られ るに して も、何故、-or派 生 が
-er派 生 と同 じ意 味を もっかが疑 問 と して残 る。 この問題 は、 今後 の課題 と し
たい。
　 最後 に、(18)の 定式化 その ものにつ いて考 え て みよ う。(18)の 定式 化 は
-ar派 生 の語形 成過 程を単 に示 した もので はな い。(18)に おいて、-or派 生 が
成 立す るた めには-or派 生 に-(at)ionの 派生名詞形が存在す る とい うこ とが
前 提にな って いる。 これ は、-(at)ionの 派生名詞形 が存在 す る と必ず-or派
生 を生成 す る とい うことで はな さそ うで あ る(e.g.　 analyzation→*ana-
lyzator;circumscription→*circumscriptor)24。また、-or派 生 が成立す るた
あ には-or派 生 に必ず-(at)tionの 派生名 詞 形が 要求 され る とい うことで は
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ない(e.g.(3))。 しか し、(3)の ような新古典複合語の例 を除 くと、-or派
生 が実在 の語(actual　 words)と して認 め られ る場合、連動 して-(at)ionの
派生名詞形 が存在す る と言 え るで あ ろ う。AHDで-or派 生 が可能 な場 合、
-(at)ionの 形 が認 め られるかど うかを検索 しAppendixに した。 それ によ る
と、90%以 上 の-or派 生 に-(at)ionの 派生名詞形 が存在 す ることが明 らかで、
(18)の 定式化 は辞書 の面か らも記述的妥当性 を もっ ものと思 われ る。
3.結 　語
　本稿 で は、(18)の 定式化 に従 い-orを 動詞 由来名詞 と して分 析 す るので は
な く、名詞 由来名詞 として分析 す ることにより-or派 生が生成 され ることを示
して きた。結果 と して、異 形態の問題 に抵触 しないで統-的 に-ar派 生 を生成
す ることが可能 とな り((20),(21),(22))、 基体 の動詞形 が存在 しない場 合 で
も-or派 生 を生成す ることが可能 となった((22),(23))。(18)の-(at)tion
切 り取 りの妥 当性 と して 、 最 初 に逆 成 の 過 程 に平 行 す る こ とを 指摘 した
((24),(25))。 次 に、-(at)ion切 り取 りが語彙化 の誘因 であると仮定す ること
によ り、-or派 生が-er派 生 よ り物的 な意味や基体 の動詞 か ら予 測で きな い意
味が生 じる理 由を説明す る ことがで きた((11),(14))。(18)の 定 式化 で言 っ
ている ことは、-or派 生 の成立 には-(at)ionの 派 生名 詞形 の存 在が前 提 に な
ること、逆 に言 うと、-(at)ionの 派生名詞形が存在 しな い ときに は-or派 生
が成立 しないとい うことである(-部 、(3)の よ うな例外 はあ る)。 従 って、
(2a)に お ける-or派 生が成立 しな いのはbeliev(at)ion,　 build(at)ion,　 paint-
(at)ionの 派生名詞形 が存在 しない ことを理 由に説 明で きるか もしれない。 そ
24analyzator,　 circumscriptorは 不 可 能 な語(impossible　 words)か 、 そ れ と も
　 可 能 な語(possible　 words)で あ るが 実 在 の 語(actual　 words)で は な い と考 え る
　 べ き か。 以 前 に は存 在 した が現 在 で は使 わ れ て い な い-orの 派生 語 が意 外 と 多 い こ と
　 か ら判 断 す る と(e。g.'computator,*interpretator,*inscriptor,'transcriptor)、
　 analyzator,　 circumscriptorは 使 わ れ る条件 を 満 た す と将 来 可能 な 語 に な るか も し
　 れ な い。
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の結果、-or派 生 の語源的制 限を加 え る必要 がな くな り、 レキ シコ ンの記 述 が
それだ け簡潔化 される ことにな る。 ただ し、-er派 生 は(19)の よ うに動 詞 か
ら生成 され ると仮定 して も、(1)と(2)を 比較 して分か るよ うに、-(at)ion
の派生名詞形が存在す る ことを理 由に-er派 生 が成立 しない ことの説 明 はで き
ない。 しか し、Appendixか ら分か るよ うに-(at)ionの 派 生名 詞形 が 存在 す
る場合、-er派 生 が許 され る例 はかな り少 ない ようであ る。従 って、-般 的 傾
向 として、-er派 生 は-(at)ion派 生 名詞の基 体動 詞 に は添 加 しない と言 え る
のか もしれない。Appendixに カウ ン トされてい る-(at)ionの 派生名詞 形 は、
存在す る-〇r派 生 に対応 して検 索 され たもので、存在 しな い-〇r派 生 に対 応す
る-(at)ionの 派生名詞形 は検索 していな い(e.g.analyzation(*analyzator)
cf.　analyzer)。 どのよ うな-(at)ion派 生 名詞 の-〇r派 生 が阻止 され るのか、
-er派 生 の意 味 と比較 しなが ら今後 の研究課題 と したい。
References
辞典
AHD = American Heritage Dictionary (Electronic version for Macintosh). 
 Third edition. American Heritage. 1994.
Collins Cobuild English Guides: Word formation.(コ リンズ コウ ビル ド英
語表現 活用 シ リーズ2『 語形成』)秀 文 イ ンターナシ ョナル.1991.
OED = The Oxford English Dictionary, prepared by J. A. Simpson and E. S. 
 C. Weiner. Second edition. Oxford: Clarendon Press. 1989. 
RHD = The Random House Dictionary of the English Language, ed. by S. B. 
 Flexner. Second edition. New York: Random House. 1987. 
Walker's Ryming Dictionary of the English Language. New edition with 
 supplement compiled by Michael Freeman. Routledge & Kegan Paul. 
 1983. 
Allen, M. 1978. Morphological Investigations. Ph. D. dissertation, Universi-
 ty of Connecticut.
46 英文学論叢　第41号
Aronoff,　 M.1976.　 Word　 Formation　 in　 Generative　 Grammar.　 MIT　 Press.
石黒昭博他.1987.『 現代英語学要説』東京:南 雲堂.
Jespersen, 0. 1942. A Modern English Grammar on Historical Principles. 
 Part VI. London: George Allen & Unwin. 
Katamba, F. 1994. English Words. Routledge.
桑原輝男他,1985.『 音韻論』(現 代の英文法3)東 京:研 究社.
Marchand, H. 1960. The Categories and Types of Present-Day English Word-
 Formation: A Synchronic-Diachronic Approach. Wiesbaden: Otto 
  Harrassowitz.
成田義光他.1983.『 発音 ・綴 り・語形成』(講座 ・学校英文法の基礎 第一巻)
　東京:研 究社.
Quirk, R., S. Greenbaum, G. Leech, and J. Svartvik. 1972. A Grammar of 
 Contemporary English. London: Longman. 
Rappaport, M. and B. Levin. 1992. "-er Nominals: Implications for the 
 Theory of Argument Structure." Syntax and Semantics (Syntax and the 
 Lexicon) 26, 127-153. Academic Press. 
Rardin, R. B. 1975. Studies in Derivational Morphology. Ph. D. disserta-
 tion, MIT. 
Siegel, D. 1974. Topics in English Morphology. Ph. D. dissertation, MIT.
島村礼子.1989.「 接尾辞 一nessと 一ityの 生産性 につ いて」『津 田塾大学紀要 」
　第21号,99-119.
島村礼子,1990.『 英語 の語形成 とその生産性』東京:リ ーベル出版.
高橋勝忠.1989.「 接辞のPP補 助部 の継承」『英語青年』第135巻.第2号,60.
　研究社.
高 橋勝 忠.1992."Adjective Category Condition in Word Formation." In
Proceedings of the 5th summer conference 1991 Tokyo Linguistics Forum 
 (TLF  5), 181-194.
高橋勝忠.1993.「 語形成における切 り取り規則」『言語学 か らの眺望』(福 岡




　 Appendix25:こ の 表 は、　X(at)orの 派 生 語 に はX(at)ionの 派生 語 が 存在 す るか ど
うか を 実 際 的 にAHDで 検 索 した もの で あ る 。 表 の 構 成 は、　X(at)orの 派 生 語 を
XatorとXctorの 二 っ の タ イ プ に分 け、 さ らに前 者 を9通 り、 後 者 を3通 り の 派 生 語
パ タ ンに分 け、 生 産 性 の 高 い 順 に 数 字 で 並 べ た も の と な っ て い る 。 そ して 、Xatorと
Xctorの 派 生 語 に対 しXation,　 Xctionの 派 生 語 が 見 っ か らな い 場 合 とXate,　 Xctの
動 詞 形 が見 っ か らな い 場 合 は、 表 の 中 に*マ ー クを 付 けて 具 体 例 を 記 載 して い る。 括 弧
内 は、OEDで 調 べ た結 果 を追 加 した もの で あ る。 例 え ば 、*curation(OED,　 obs.)
とい うの は、curationの 派 生 語 がAHDで は見 つ か らな い が、　OEDに は廃 語(obs.)
と しな が ら この語 を載 せ て い る こ と を 意 味 し、*procuration(OED)とい う の は、
AHDで は 見 っ か ら な い が 、　OEDに は見 つ か る こ と を 意 味 す る 。 ま た 、　Xatorと
Xctorに 対 応 す るXater,　 Xcterが 存 在 す る場 合 は表 の 中 に数 字 で 示 し具 体 例 を 記 載 し
て い る。 な お、XatorとXctorに対 す るXation,　 Xctionの 存 在 率 を そ れ ぞ れ の 派 生













,  obs.) 
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barrate (OED,  obs. rare) 
coconspirate 
comparate (OED,  obs. rare) 
conspirate 
imperate (OED,  obs.) 
procurate (OED,  obs. rare) 
cardioaccelerate 
corporate (OED, arch.) 
counterdemonstrate 
inspirate (OED) 













-later (  5  )
25　 jetavator(jet+elevator),　varactor(variable+reactor)のよ う な 混 成 語
　 (blends)は リス トか ら除 外 して い る。-ectorに 対 す る 一ectionの 存 在 率 は83%で
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 *prosection (OED) 
 *rection  (OED) 
*vection (OED,  obs. rare) 
 *codirection 

















 'cofact  
•  benef  act 
 fact 
 malef  act 
 'tract
-uct (  8  )
(OED)
Xcter














-ucter (  2  )
constructer 
obstructer
